
中
高
約
１
０
校
の
生
徒
被
災
増

自
治
体
派
遣
や
修
学
旅
行
駁

　
東
日
本
大
農
災
の
発
生
か
ら
４
年
半
以
上
が
た
ち
、
風

化
へ
の
懸
念
も
広
が
る
中
、
今
年
は
既
に
県
内
か
ら
約
1
0

校
の
中
学
校
と
高
校
の
生
徒
が
自
治
体
の
派
遣
事
業
や
修

学
叙
行
な
ど
で
痢
北
面
市
部
を
訪
れ
た
。
滞
在
期
間
の
短

岸
か
穴
事
前
学
習
や
訪
問
後
の
活
動
な
ど
で
苦
心
す
る

学
校
も
多
い
が
、
雨
際
に
訪
れ
た
生
徒
ら
は
「
訪
れ
た
か
ら

こ
号
白
分
に
も
問
わ
れ
る
問
題
だ
と
実
感
で
き
た
。
今
後

も
関
わ
り
続
け
た
い
」
と
模
索
す
る
。
　
「
久
木
田
照
子
」

　
　
「
中
学
生
や
幼
児
も
犠
牲

に
な
っ
た
の
か
」

　
岡
山
市
の
派
遣
事
業
で
８

月
、
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
・
杉

ノ
下
地
区
を
訪
れ
た
市
立
岡

北
中
の
７
人
は
衝
撃
を
受
け

た
。
地
区
の
高
台
に
あ
る
慰

霊
碑
に
は
、
生
徒
ら
と
両
年

代
の
子
を
含
む
犠
牲
者
約
9
0

宮城奔包ﾌﾞ収市肢上にある震災嶺推考の岩盤碑を仏心ご
林野高校の生徒ら==６月15日、同校提供
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人
の
名
前
や
年
齢
が
刻
ま
れ

て
い
た
。

　
高
台
だ
け
で
5
0
人
以
上
が

津
波
に
の
ま
れ
て
死
亡
し
、

近
く
の
被
災
住
宅
跡
は
草
地

の
ま
ま
。
全
員
が
被
災
地
を

訪
れ
た
の
は
初
め
て
で
、
生

徒
会
長
で
３
年
の
織
田
優
希

さ
ん
（
1
4
）
は
碑
に
手
を
合
わ

駿
　
「
津
波
が
奪
っ
た
も
の

の
大
き
さ
を
実
感
し
た
」
。

　
同
巾
の
事
業
は
震
災
翌
年

の
２
０
１
２
年
度
に
始
ま

り
言
「
年
度
が
最
終
年
度
に

あ
た
る
。
毎
年
、
市
内
の
中

学
校
Ｉ
校
の
生
徒
代
表
が
２

慰霊碑訪問／仮設住宅で体験談／現地高校生と交流

へ

卸
八
分
気
仙
沼
市
を
訪
問

レ
几
当
初
の
回
的
は
ボ
ラ

レ
ヱ
ィ
ア
活
動
だ
っ
た
が
、

被
害
や
復
興
を
学
ぶ
研
修
に

徐
々
に
比
重
が
移
っ
た
。

　
た
べ
市
の
担
当
者
や
教

諭
ら
さ
え
も
被
災
地
を
肪
れ

た
経
験
が
な
い
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
く
、
訪
問
先
の
選
定

や
、
事
前
学
題
Ｔ
現
地
活
動

を
考
え
る
過
程
は
手
探
り
状

態
だ
。
岡
北
中
の
場
合
も
引

率
し
た
教
諭
は
初
め
て
の
被

・
虎
地
だ
っ
た
と
い
う
。

　
同
校
で
は
事
前
学
習
で
、

津
波
で
親
族
を
亡
く
し
た
児

童
の
作
文
が
載
っ
た
道
徳
教

材
を
使
用
。
訓
練
の
重
要
さ

を
説
く
防
災
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
見
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さ
ん
（

1 5
）
は
「
直
接
会
わ
な

け
れ
ば
、
心
情
が
分
か
ら
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
訪
問
先
を
紹
介
し
た
一
般

社
団
法
人
「
気
仙
沼
復
興
協

会

L._

（
気
仙
沼
市
）
の
拐
当

今
後
も

た
。
他
の
生
徒
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
訪
問

先
の
被
災
中
学
に
贈
る
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
を
全
校
生
で
作
っ

た
。
　
同
校
の
生
徒
が
現
地
を
訪

ね
た
の
は
８
月
３
～
５
日
。

初
日
は
新
幹
線
な
ど
で
片
道

７
～
８
時
間
か
け
て
気
仙
沼

に
到
着
。
２
日
回
に
は
仮
設

住
宅
で
地
元
住
民
約
2
0
入
と

の
交
流
会
に
参
加
し
た
が
、

体
験
を
語
る
時
の
住
民
の
表

情
は
沈
ん
だ
。
生
徒
が
「
な

ぜ
、
普
段
は
元
気
で
い
ら
れ

る
の
か
」
と
問
う
ど
、
住
民

か
ら
は
「
元
気
に
協
力
し
て

生
き
な
い
と
。
ご
こ
が
被
害

を
受
け
た
こ
と
を
知
っ
て
帰

っ
て
」
。
３
年
の
冨
ｍ
凌
雅

者
は
「
脱
化
が
進
む
遠
隔
地

の
生
徒
の
訪
問
で
、
被
災
者

は
『
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
』

と
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。
何
ら

か
の
形
で
関
わ
り
を
続
け
て

も
ら
え
た
ら
」
と
話
す
。

　
現
地
を
訪
れ
た
生
徒
た
ち

は
２
学
期
に
入
り
、
校
内
の

文
化
祭
で
体
験
な
ど
を
発

表
。
宮
城
県
か
ら
瀬
戸
内
市

に
移
住
し
た
被
災
者
の
講
演

会
も
開
い
た
。
今
後
は
訪
問

先
と
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
交

換
な
ど
も
検
討
し
て
い
る

が
、
生
徒
の
１
入
は
「
中
学

生
が
自
力
で
関
わ
る
の
は
難

し
い
。
高
校
生
に
な
っ
た
ら

再
訪
問
し
た
い
」
と
話
す
。

　
同
校
に
限
ら
ず
、
被
災
地

訪
問
に
関
わ
る
学
校
関
係
者
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被災地を訪問後;県内在佳の被災者の講演を企画した岡
北中の生徒ら。気仙沼市の仮設佳宅で、住民に教わって
作った小物などで思いをはせながら準備をした＝岡山市
北区の岡北中で

目
校
の
園
田
哲
郎
教
頭
は
、

自
宅
が
流
出
し
た
岩
手
県
大

船
渡
市
の
知
人
を
訪
ね
た
経

験
が
あ
り
、
「
現
地
に
行
か

な
い
と
、
被
害
の
す
芒
ま
じ

さ
は
分
か
ら
な
い
。
同
世
代
一

の
宮
城
の
生
徒
か
ら
学
ば
せ

た
い
」
と
考
え
た
と
い
う
。

　
今
年
は
６
月
に
２
年
生
約

１
２
０
人
が
、
東
北
・
北
海

道
へ
の
修
学
旅
行
に
参
加
。

宮
城
農
の
生
徒
の
案
内
で
、

津
波
の
被
害
を
受
け
て
撤
去

さ
れ
た
校
舎
跡
な
ど
を
塀

絢
い
仮
設
校
舎
で
一
緒
に
絵

灯
龍
作
り
を
し
た
。
修
学
旅

行
か
ら
孵
っ
た
後
は
、
文
化

か
ら
は
「
生
徒
の
進
級
や
卒
祭
で
の
展
示
や
震
災
発
生
日

業
、
引
串
す
る
教
諭
の
担
当
前
後
の
追
悼
行
事
な
ど
に
取

替
え
・
異
動
な
ど
も
あ
り
、
り
組
む
。
園
田
教
頭
は
「
修

学
校
と
し
て
交
流
を
引
き
継
学
旅
行
先
と
し
て
は
遠
い

ぐ
の
は
困
難
」
と
の
声
が
上
が
、
生
徒
の
心
に
Ｉ
生
残
る

が
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
産
に
な
っ
た
」
。
来
年
度

係
継
続
を
」

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
も
訪
問
す
る
方
針
だ
。

　
独
自
に
訪
問
を
企
画
し
た
　
県
は
今
年
度
、
初
め
て
の

学
校
も
あ
る
。
県
教
委
に
よ
高
校
生
派
遣
事
業
を
実
施
し

る
と
、
県
立
高
校
で
は
今
年
た
。
高
校
生
向
け
防
災
講
座

度
、
林
野
（
美
作
市
）
と
岡
の
一
環
で
、
岡
山
東
商
と
備

山
南
（
北
区
）
が
修
学
旅
行
前
線
賜
、
津
山
工
、
総
社
の

で
、
備
前
轍
廟
（
備
前
市
）
　
４
校
の
生
徒
計
４
人
が
岩
手

が
研
修
で
訪
問
し
た
。
被
災
県
大
槌
町
に
派
遣
さ
れ
、
同

し
た
生
徒
が
転
入
し
た
り
、
町
に
拠
点
を
持
つ
北
区
の
国

教
諭
・
生
徒
が
訪
問
経
験
を
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

持
つ
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
　
の
協
力
で
、
岩
手
県
立
大
槌

　
林
野
高
は
２
０
１
３
年
、
高
と
交
流
し
、
海
岸
清
掃
な

神
戸
市
で
開
か
れ
た
「
第
５
と
を
し
た
。

回
観
光
甲
子
園
」
の
本
選
に
　
　
岡
山
県
の
現
時
点
の
計
画

出
場
し
た
際
、
宮
城
県
農
業
で
は
、
派
遣
事
業
は
来
年
度

高
（
名
取
市
）
の
生
徒
が
発
ま
で
。
担
当
者
は
「
大
勢
の

表
し
た
、
震
災
学
習
を
織
り
生
徒
が
参
加
で
き
れ
ば
良
い

込
ん
だ
観
光
プ
ラ
ン
を
聞
か
、
予
算
な
ど
の
制
約
が
あ

き
、
昨
年
か
ら
そ
の
内
容
を
る
。
地
域
防
災
に
生
か
し
ア

修
学
旅
行
に
組
み
入
れ
た
。
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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